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ないのか」の課題設定にそって、以下の 3 項目を分析した。  
 






(1) .  合意形成プロセスの問題点  





②  「消極的な」自省的態度の存在  
①  の議論空間における立場の弱い側が示す自省的態度が、「後ろ向き」の合意形成
にしか作用しない点を指摘した。  


















文献調査からは、次の 2 点が明らかになった。  
①  たとえ「後ろ向き」の合意を形成することしか出来ない議論の参加者であっても、こ
れだけは実現したいという「エートス」が存在すること。  
②  かつ、そのエートスは地域風土と親和的である。  
なお「心的傾向」については、 M.ウェーバーの「エートス」の概念に準拠した。  
※ ホームページ等で公表します。（様式２－２）  
立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 院 生 － 報 告  
研究成果の概要 つ づ き  
 




(1) .  風土の妥当性の検証  
風土を適切とする理由は、以下の 3 つの特性からである。  











③  規範的判断への要求  
風土には単に個人の主観ではない、現代社会の原理や行動規範（タブーや敬意）
に目を向けさせる効果を生む特質がある。  

























実践可能であることを示唆した。   
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